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《会
員
著
書
紹
介
》

迫
野
度
徳
著

『文
献
方
言
史
研
究
」

「文
献
方
言
史
」
と
は
、
い
か
に
も
聞
き
慣
れ
な
い
名
称
で
あ
る
。

日
本
語
の
歴
史
的
研
究
に
お
い
て
、
一
般
に
知
ら
れ
る
「
文
献
国
語
史
」

と

「方
言
国
語
史
」
と
い
う
二

つ
の
方
法
、
こ
れ
ら
を
見
据
え
た
形
で
、

本
書
の
筆
者

は
、
「文
献
」
に
残
さ
れ
た

「方
言
」
を
手
が
か
り
に
、
新

た
な
日
本
語
史
研
究
の
視
点
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
中

央
語
以
外
の
方
言
が
見
ら
れ
る

「地
方
語
文
献
」
を
、
方
言
史
の
断
片

的
な
資
料
と
し
て
利
用
す
る
の
で
な
く
、
中
央
語
な
ど
と
の
関
連
か
ら

そ
の
資
料
的
価
値
を
見
極
め
、
そ
の
上
で
日
本
語
の
歴
史
的
研
究
の
有

用
な
資
料
と

し
て
積
極
的
に
利
用
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
以
下

に
、
本
書
の
構
成
を
掲
げ
る
。

第

一
章

方
言
史
と
日
本
語
史

第

一
節

防
人
歌
と
上
代
特
殊
仮
名
遺
い

第
二
節

外
国
資
料
と
方
言

ー

新

ス
ラ
ブ

・
日
本
語
辞
典
の
オ
と
ヲ

第
三
節

「
コ
ワ
ス
」
(殿
)
の
成
立

語
中

ヲ

(≦
O
)
音
の

残
存

第
二
章

新
音
韻
の
成
立
と
方
言
的
差
異

第

一
節

促
音
と
擾
音
の
表
記
の
動
揺

第
六
章

第

一
節

第
二
節

第
七
章

第

一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
二
節

掻
音
の
史
的
推
移

第
三
節

促
音
と
掻
音
の
相
関
=

掻
音
の
後
の
バ
行
音

第
四
節

北
野
社
目
代
日
記
の
掻
音
表
記

第
三
章

オ
段
長
音
の
開
合

第

一
節

オ
段

(合
音
)

・
ウ
段
長
音
表
記
の
動
揺

第
二
節

開
合
の
混
乱
と
地
方
的
差
異

第
四
章

方
言
特
徴
の
成
立
ー

「中
濁
」
考
=

第
五
章

方
言
差
の
形
成

=

日
本
語

の
東
西
方
言
差
と

「
テ
イ
ル
」

文
献
資
料
と
方
言

方
言
と
文
献
批
判
ー

交
隣
須
知
の
言
語

文
献
と
言
語
指
標
=

『
天
正
狂
言
本
』
の
言
語
=

方
言
語
彙
史

方
言
語
彙
史

九
州
方
言
の
語
彙
-

日
葡
辞
書
の
「下
」
注
記
-

東
国
系
抄
物
語
彙
覚
書

『梅
津
政
景
日
記
』
1

江
戸
時
代
初
期
の
東
国
武

士
の
こ
と
ば
「

第
八
章

方
言
史
資
料
ー

「
日
本
語
俗
言
解
」
考
ー

右
の
構
成
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
内
容

は
、
地
方
語
文
献
そ
の

も
の
の
考
証
か
ら
、
言
語
変
化

の
過
程
を
地
方
語
文
献
に
よ
っ
て
説
明

し
た
も
の
、
あ
る
い
は
、
文
献

に
よ

っ
て
方
言

の
形
成
を
考
察
し
た
も

の
な
ど
、
史
的
変
化
と
い
う
縦

の
つ
な
が
り
と
、
方
言
と
い
う
横
の
広

一
83

一



が
り
が
、
網

の
目
の
如
く
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

網
の
目
は
非
常
に
精
緻
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
、
こ
の
こ
と
は
、
本
書

で
述
べ
ら
れ
る
結
論
が
、
す
で
に
学
界
の
定
説
と
な
り
得
た
も
の
も
少

な
く
な
い
と

い
う
事
実
が
物
語

っ
て
い
る
。

最
後
に
、
本
書
は
既
発
表
論
文
を
基
に
成
り
立

っ
て
い
る
と
は
い
う

も
の
の
、
収
録
に
あ
た

っ
て
は
、
い
ず
れ
も
相
当
の
改
訂
が
加
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
お
く
。

(平
成

一
○
年

二
月

清
文
堂

A
5
判

四
○
四
頁

九
○
○
○

円
)

辛
島
正
雄
校
訂

・
訳
注

中
世
王
朝
物
語
全
集
9

『小

夜

衣
』

本
書
は
、
鎌
倉
中
期
か
ら
南
北
朝
頃
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る

『小

夜
衣
』
の
初

の
現
代
語
訳
付
注
釈
書
で
あ
る
。

『小
夜
衣
』
の
伝
本
は
大
き
く
二
系
統
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
本
書

の
底
本
は
第

一
系
統

に
属
す
る
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
。
本
文
校
訂

は
、
同
系
統

の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
、
名
古
屋
大
学
文
学
部
蔵
本
、
天

理
図
書
館
蔵

一
冊
本
、
そ
し
て
第
二
系
統
の
学
習
院
大
学
蔵
二
本
の
計

五
本
を
参
照
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

現
代
語
訳
は
校
訂
本
文
の
下
段
に
配
さ
れ
、
双
方
を
容
易
に
対
照
で

き
る
。

注
は
上
中
下
各
巻
の
巻
末
に

一
括
し
て
掲
げ
て
あ
り
、
内
容
は
、
本

全
集
の
編
集
方
針
に
基
づ
き
、
典
拠
の
指
摘
、
本
文
校
訂
に
関
す
る
説

明
に
と
ど
め
て
あ
る
。

物
語
の
展
開
が
把
握
し
や
す
い
よ
う
に
、
本
文
を
段
落
に
分
け
、
各

段
落

の
内
容
を
要
約
し
た
小
見
出
し
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
巻
末
に
載

せ
ら
れ
た
年
立

・
登
場
人
物
系
図
と
と
も
に
、
物
語
の
理
解
を
容
易
に

す
る
。『小

夜
衣
』

の
注
釈
書
と
し
て
は
、
昭
和
三
年
に
出
版
さ
れ
た

『校

注
小
夜
衣

(異
本
堤
中
納
言
物
語
)』
(清
水
泰
、
龍
谷
大
学
国
文
学
会
)

が
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
ほ
ぼ
七
十
年
間
、
新
た
な
注
釈
書
が

一
般
読
者

に
も
入
手
可
能
な
形
態
で
出
版

さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
の
た

め
、
今
ま

で
は
あ
ま
り
親
し
ま
れ
る
こ
と
の
な

か

っ
た
物
語
で
あ
る

が
、
今
回
、
懇
切
な
注
釈
書
の
出
現
に
よ
っ
て
、
物
語
研
究
者
の
み
な

ら
ず
広
く
読
者
を
獲
得
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

(平
成
九
年

一
二
月

笠
間
書
院

A
5
判

二
四
三
頁

四
○
○
○

円
)

大
原

一
輝
著

『
王

朝

物

語

叢

孜

-
平
安
後
期
を
中
心
と
し
て
ー
』

本
書
は
平
安
後
期
物
語
に
関
す
る
著
者
の
長
年
に
わ
た
る
研
究
成
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
主
に

「語
文
研
究
」
「文
藝
研
究
」
な
ど
に
、

昭
和
二
十
九
年
か
ら
平
成
九
年
に
か
け
て
発
表

さ
れ
た
論
文
が
収
録
さ

一
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れ
て
お
り
、
構
成
は
以
下
の
通
り
。

序落
窪
物
語
の
笑
ひ

狭
衣
の
道
心

狭
衣
物
語
の
女
性

狭
衣
物
語
の
神

狭
衣
物
語
の
内
部
引
歌

濱
松
中
納
言
物
語
の

「世
」

堤
中
納
言
物
語
の
世
界

と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
世
界

「有
明
の
別
」
の
基
底
世
界

長
徳
期
に
見
る
小
右
記
と
栄
花
物
語

付
建
禮
門
院
右
京
大
夫
の
悲
哀

東
海
紀
行

・
帰
家
日
記
の
引
歌
と
本
歌

「あ
は
れ
」
と

「を
か
し
」、
「情
」
と

「理
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
立
す
る
要
素
に
焦
点
を
当
て
て
作
品
を
読
み
解
く
試
み
が
な
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
複
雑
に
構
築
さ
れ
た
物
語
世
界
の
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
特

に
、
「
堤
中
納
言
物
語
の
世
界
」
「と
り
か

へ
ば
や
物
語
の

世
界
」
「
「有
明
の
別
」
の
基
底
世
界
」
と
い
う

一
連
の
論
文
は
、
ま
ず

『堤
中
納
言
物
語
』
に
於
け
る

「あ
は
れ
」
に
対
す
る

「
を
か
し
」
の

優
位
性
を
指
摘
し
、
次
い
で

「
を
か
し
」
の
要
素
を
内
包
し
な
が
ら
も
、

『堤
中
納
言
物
語
』
の
よ
う
な

「短
編
物
語
的

「を
か
し
」
の
世
界
に

留
ま
り
得
」
ず
、
「
源
氏
物
語
を
頂
点
と
す
る
長
篇
物
語
の
持

つ
伝
統
的

な

「あ
は
れ
」
の
世
界
」
を
描
き
出
す

『
と
り
か

へ
ば
や
物
語
』
『有
明

の
別
』
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
読
者
に
と

っ
て
非
常
に
理
解
し

易
く
、
か

つ
興
味
深
い
構
成
と
な

っ
て
い
る
。

(平
成

一
○
年
三
月

出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

A
5
版

二
二
四
頁

非
売
品
)

船
津

正
明

著

『
国

語

教

育

論

集

」

本
書
は
修
猷
館
高
等
学
校
長
の
現
職
に
あ
る
著
者
が
、
昭
和
四
十
六

年
か
ら
平
成
九
年
に
か
け
て
、
国
語
教
育
関
係
を
中
心
と
し
た
各
誌
に

発
表
し
た
論
二
十
篇
を
ま
と
め
て
、

一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
論

の
題
名
を
以
下
に
掲
げ
る
。

1
、
国
語
教
育
雑
感

2
、
古
文

の
読
解
指
導
に
お
け
る
問
題
点

3
、
小
説
教
材

「
こ
こ
ろ
」
に

つ
い
て

4
、
徒
然
草

の

「
こ
と
わ
り

(理
)
」
に
つ
い
て

5
、
高
等
学
校
に
お
け
る
古
文
学
習
指
導
の
研
究

6
、
「徒
然
草
」
の
学
習
指
導
に
つ
い
て

7
、
古
典
教
育
論

一
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8
、
国
語
科
古
典

(古
文
)
を
中
心
と
し
て

9
、
説
話
文
学
の
学
習
指
導

10
、
物
学
文
学
の
学
習
指
導

11
、
和
歌
文
学
の
学
習
指
導

12
、
軍
記
物
語
と
し
て
の

「平
家
物
語
」
の
学
習
指
導

13
、
「理
解
か
ら
表
現

へ
」
の
学
習
指
導

14
、
日
記
文
学
の
学
習
指
導

15
、
建
礼
門
院
を
中
心
と
す
る

『平
家
物
語
』
の
学
習
指
導

16
、
国
際
社
会
の
中
の
古
典
教
育

17
、
「猫
」
に
み
る
人
間
形
象
を
あ
ぐ

っ
て

18
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
教
師

の
資
質
と
養
成

19
、
『平
家
物
語
』
の
運
命
観

20
、
国
語
教
育
展
開
の
三

つ
の
観
点
か
ら

一
覧
し
て
分
か
る
通
り
、
扱
わ
れ
て
い
る
事
柄
は
国
語
教
育
全
般
に

関
わ
る
も
の
か
ら
、
個
々
の
教
材
に
関
し
て
の
も
の
ま
で
幅
広

い
。
し

か
も
教
材
に
関
す
る
論
で
も
、
学
習
指
導
の

一
手
段
と
し
て
の
教
材
研

究
に
留
ら
ず
、
作
品
に
対
す
る
深
い
理
解
を
示
す
も
の
と
な

っ
て
い
る

の
は
、
「あ
と
が
き
」
で
著
者
自
ら
が
述
べ
て
い
る
国
語
教
育
の
重
大
性

「
真
の
国
際
化
に
つ
な
が
る
自
国
の
文
化
や
歴
史
伝
統
に
関
す
る
深
い

教
養
を
育
て
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
き
た
著
者
の
姿
勢
の
表
れ

で
あ
ろ
う
。

(平
成

一
○
年
二
月

A
5
判

一
四
二
頁

非
売
品
)

瀬
里
廣
明
著

『
露
伴
の
修
省
論
を
読
む

易
経
と
旧
約
聖
書
」

「あ
と
が
き
」

に
於

い
て
著
者
自
ら
断

っ
て
い
る
通
り
、
こ
れ
は
学

術
論
文
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
れ
を
目
指

し
た
も
の
で
は
な
い
。

『文
明
批
評
家
と
し
て
の
露
伴
』
(未
来
社

昭
和
四
九
年
)
以
来
著
者

が

一
貫
し
て
追
究
し
て
き
た
露
伴
を

〈汎
世
界
的

・
反
近
代
的
な
知
〉

と
す
る
視
点
を
背
景
に
、
「修
省
論
」
を
今
日
的

な
問
題
意
識
で
平
易
に

説
き
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
底
流

に
は
、
近
代
社
会
が
物
質
文

明
に
覆
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
逆
に
析
出
し
て
来

ざ
る
を
得
な
い
本
然
の

精
神
的
価
値

へ
の
恐
催
修
省
と
其
処
に
向
け
て
の
努
力

の
必
要
性
と
い

う

「修
省
論
」
の
主
題
が
、
ま
す
ま
す
現
代
的

な
テ
ー
マ
と
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
著
者
の
意
識
が
あ
ろ
う
。

序
論
に
あ
た
る

「幸
田
露
伴
と
は
ど
ん
な
人
か
」
「露
伴
と

ハ
イ
デ

ッ

ガ
ー
の
思
惟
の
経
験
」

「超
越
的
思
索
か
ら
現
実
的
思
索

へ
」

の
三
章

は
、
西
洋
と
東
洋
の
対
立
を
乗
り
超
え
、
寧
ろ
そ
れ
ら
を
も
横
断
す
る

〈反
近
代
の
知
〉
と
し
て
の
露
伴
の
特
質
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

本
論
で
あ
る

「修
省
論
を
読
む
」
は
、
大
正
期
に
書
か
れ
た
露
伴

の

言
葉
に
即
し

つ
つ
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
平
易
な
言
葉
で
平
成
の
読
者

に

伝
え
よ
う
と
す
る
そ
の
自
由
な
語
り
口
が
魅
力
的
で
あ
る
。
屡
々
そ
の

筆
は
時
事
問
題
や
現
代
文
明
批
判
に
ま
で
及
び
、
時
に
ビ
ジ
ネ
ス
指
南

書
の
如
き
相
貌
す
ら
見
せ
る
が
、
無
論
そ
れ
も
予
め
学
術
論
文
で
は
な

い
と
断

っ
た
上

で
の
こ
と
で
あ
り
、
何
よ
り
日
常
茶
飯
的
な
も
の
と
高

う86
「



尚
な
も
の
と

の
間
を
連
続
的
な
も
の
と
捉
え
て
そ
の
間
に
断
絶
を
認
め

な
か

っ
た
露
伴
の

「喫
茶
喫
飯
底
を
離
れ
て
特
異
霊
妙
の

一
物
あ
る
に

非
ず
」
と
の
立
場
に
適
う
態
度
と
言
え
ま
い
か
。

斉
藤
茂
吉

は
、
露
伴
の

「努
力
論
」
を
日
光
菩
薩
に
、
「修
省
論
」
を

月
光
菩
薩
に
喩
え
て
併
せ
て

一
体
の
も
の
で
あ
る
と
言

っ
た
と
い
う
。

な
ら
ば
著
者

の
次
作
の
タ
イ
ト
ル
ま
で
も
が
既
に
髪
髭
と
す
る
よ
う
で

あ
る
が
如
何

で
あ
ろ
う
か
。
と
ま
れ
、
本
書
は
過
去
の
露
伴
の
思
想
に

触
れ

つ
つ
自

ら
の
現
在
を
如
何
に
生
く
べ
き
か
に
思
い
を
致
す
に
恰
好

の

一
冊
と
言

え
よ
う
。

(平
成
九
年

二

月

白
鴎
社

A
5
版

二
七
八
頁
)

内
山
弘
編
著

『天

正
狂
言
本
ー
本
文

・総
索
引

・研
究
「
』

室
町
時
代

書
写
と
さ
れ
る
現
存
最
古

の
狂
言
台
本
が

『
天
正
狂
言

本
』
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
天
正
狂
言
本
は

一
般
に
東
国
語
的
性
格
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
狂
言
研
究
者
に

と

っ
て
最
重
要
資
料
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
本
書
は
そ
の
天
正
狂
言
本
の
総
索
引
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
狂

言
台
本
の
総
索
引
と
し
て
は

『虎
明
本
』
の
索
引
唯

一
つ
し
か
な
く
、

狂
言
研
究
者

は
大
い
な
る
不
便
を
感
じ
て
い
た
。

本
書
の
構
成
に

つ
い
て
柳
か
詳
述
す
る
と
、
ま
ず
本
文
編
と
し
て
野

上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
に
所
蔵
の
天
正
狂
言
本
の
複
写
を
底
本

と
し
た
翻
刻
本
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

こ
こ
で
着
目
す
べ
き

は
底
本
で
特
殊
拍

(促
音
・掻
音
)
専
用
の
仮
名

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る

「今
」
を
他
の

「
つ
」
と
区
別
し
て

「
ツ
」

と
翻
字
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
続
い
て
索
引
編
で
は
天
正
狂
言
本
の
語
彙
を
自
立
語
・付
属

語
に
分
け
て
掲
載
し
、
さ
ら
に
付
属
語
に
つ
い
て
は
前
後
の
文
脈
を
引

用
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
便
を
慮

っ
て
い
る
。
研
究
編
に
は

「天
正
狂

言
本
の
表
記
に
つ
い
て
」
「旧
説
と
の
主
な
相
違
点
」
と
題
さ
れ
た
二
つ

の
論
考
を
掲
載
す
る
。
氏
は

「付
け
た
り
の
よ
う
な
も
の
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
緻
密
な
考
察

に
裏
打

ち
さ
れ
た
優
れ
た
論
考

で
あ
る
。

「演
習
の
準
備
の
度
に
、
次
か
ら
次

へ
と
未
詳
句
が
登
場
し
て
く
る

天
正
狂
言
本
の
解
釈
に
手
間
取
り
、
四
苦
八
苦

し
た
」
院
生
時
代
の
氏

の
研
究
の
結
晶
と
も
言
え
る
本
書
の
刊
行

に
よ
り
今
後
の
狂
言
研
究
が

さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

(平
成

一
○
年
二
月

笠
間
書
院

A
5
判

三
三
三
頁

九
二
二
一二
円
)
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